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まちづくり懇談会議事録 

 

日 時：平成 30年 11月 5日（月） 13：58～15：46 

場 所：大井分公民館 

出席者：8人 

 

１．開会 

２．町長挨拶 

  ※資料確認 

３．説明事項 

(1)栗山町第６次総合計画後期実施計画策定について（資料①・②） 

※質疑応答 

４．懇談 

(1)栗山町が直面する主な課題について（資料③） 

※自由懇談 

５．その他 

 (1)地域の防災対策について 

 ※質疑応答 

６．閉会 

 

≪懇談会内容≫ 

意見：災害があって情報伝達手段が必要だとあらためて感じた。ＦＭ放送局の開設は平成３４年

度とのことだが、もう少し早くならないか。広報車も聞こえない。今までは対して思わなか

ったが、災害があって気付かされた。 

町長：全１６カ所の避難所を開設したが、実際避難された方は１０人程度だった。しかし、停電

だったことから、電源を借りに来たり、家電が使えないため非常食を取りに来たりした人は

いた。情報伝達手段がないと、避難所が開設されたかどうかも分からない。今回の災害を受

けて、役場も災害対応力をつけ、町民の皆さんに迷惑をかけないようにしたい。 

質疑：災害が起きた際、個人に対して発電機のリースは行っているのか。 

総務課：役場とレンタル会社で協定を結んでいるが、避難所の分のみの対応となっている。 

町長：南空知石油業協同組合にも協力をいただいた。ガソリンスタンドのウエサカでは、個人売

買を中止していただき、発電機などの燃料提供をいただいた。また、若手農業者にも野菜の

販売をいただくなど多くの協力があった。 

質疑：栗山高校の存続問題で、魅力化の話があったが、どの程度話が進んでいるのか。 

教育長：１２月を目途に検討委員会を設けて、これから栗山高校がどうすれば入学者が増えるの

か検討していく。科目も普通科のみを実施するかも含めて検討する。介護福祉学校もあるの

で、福祉科や英語科が良いのかなど論議していく。また、保護者や生徒へのアンケートも実

施予定である。 

質疑：今は何もないのか？ 
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教育長：予算もないので、これから進めていく。弓道部や書道部など、全国大会・全道大会へ出

場している部活もあるので、部活で活躍できるように支援することや資格試験、大学受験の

ための模試助成も含めて考えていく。また、少年ジェットに栗山高校生枠を設けて、海外研

修に参加していただきやすくするなど、計画させていただきたいが、「これ」と決定してい

るものはない。 

意見：特殊な課程を設けるなどしないと難しい。また、介護福祉学校の問題もあり、２つの学校

をいっぺんに検討することは難しい。栗山高校にはどんな課程を持ってくるかが重要では。 

町長：例えば、福祉課程を新設し、高校３年間・介護学校２年間で高等専門学校にできないか、

と議論している。看護師や理学療法士の資格を取るためには３年かかるが、５年で２つの資

格が取れるように、と考えている。介護福祉学校は、２，０００人超える卒業生を輩出し福

祉に貢献している。国の支援もお願いしたいと考えている。国の補助基準も、高専に対して

基準が決まっている。国に補助を要望しに行った際、なぜ栗山町がそんなに貢献しなければ

ならないのか、と言われた。介護福祉学校は「福祉のまち栗山」のシンボルとして今までや

ってきた。これからもやっていきたいが、魅力化に向けて議論しながら進めていく。介護学

校は「なければならないもの」ではなく「あった方がよいもの」になると思う。 

意見：栗山町スキー場は、雪が降らないのでオープン日も伸びている。スキー授業のときに雪が

ない時もあった。 

教育委員会：平成２９年の開設日数が４７日間、平成２８年の開設日数が７５日間とオープンが

短いために利用者も少なくなっている。 

提言：スキー場が地元にあってほしいとは思うが、長沼で受け入れてくれるのであれば、本当に

栗山町スキー場をやるのがいいのか。甘えられるところはうまく甘えてやっていった方が良

いかなと思う。スキー人口も減っている。何かは淘汰しないとダメかなと。仕方がない。 

意見：先週、大西さんの入口にごみが捨てられていた。その中に、本人が特定できるものがあっ

て、町に対応していただいた。ずっと捨てている方だったので、助かった。年配の方だった

と聞いている。 

意見：ゴミ箱をなくしてから、どんどん捨てられるようになっている。多分街中では捨てられな

いからだと思っている。 

質疑：栗山公園入口の拡幅の進捗状況をお伺いしたい。 

町長：所有者が道外にいて、そことの話が進んでいない。所有者に話はしているが、承諾をいた

だかないと着手できない。連絡を取るのも大変な状況となっている。 

質疑：角田のところの橋を架ける話の進捗はいかがか。また、夕張鉄道の橋を壊すという話もあ

ったが、そちらの進捗も伺いたい。 

町長：町が要望しているのは、角田手前から由仁方面へのバイパスと国道２３４号の４車線化。

４車線化は、交差点の拡幅から行うという話をしている。バイパスの話をしている。 

質疑：夕鉄の上を走っている橋のことだが、いかがか。 

建設課：札建で調査は終わっていて実施することになっているが、予算がおりなくてまだ順番が

回ってきていない。近年災害が続いており、そちらに予算が回っている。 

 


